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青少年読書感想文全国コンクールで
双葉中学校3年生 川美貴さんが入賞

第60回青少年読書感想文全国コンクールで、 川美貴さんの作品
が全国学校図書館協議会長賞（優良賞）に選ばれました。
川さんが読んだのは「青い鳥」（重松清・著）。主人公である非

常勤講師の村内先生は、独自の世界観で生徒と正面から向き合い本
当に大事な事を教えていきます。この本を読んで「うまく話せなくても
大事な事が伝わればいいと村内先生から学んだ」と　川さんは話してく
れました。
また、 川さんは普段から本が好きで、受験を終えた今は、お気に入
りの作家である重松清の小説など、週に2冊の本を読んでいると教えて
くれました。
4月から高校生活を送る　川さんは「部活も勉強も頑張りたい」と話
してくれました。
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特色ある学校づくり支援事業
プレゼンテーション審査会（3月10日）
「米原市特色ある学校づくり支援事業」のプレゼンテーショ
ン審査会が人権総合センターＳ・Ｃプラザで行われ、市内全小
中学校の校長らが平成27年度の事業計画を発表しました。
この事業は、小規模校の良さを生かし、より充実した教育活
動を展開することを目的に行われ、平成26年度は、体力づく
りの一環としてスポーツ選手を招く体験授業や地域の学習支援
パートナーによる放課後学習などが行われました。
この日の審査の結果に基づき、平成27年度には地域の方と
の交流や小中学校が連携した取組などが各学校で展開される予
定です。


